
C・O・N・T・E・N・T・S
●青森県の女性たち～岡見京子 

●多様な生き方・働き方 

　　県の融資制度を活用し“起業”に挑戦 
　　　～調剤薬局つくし薬局 

●トップインタビュー　尾上町　成田武憲町長 

●市町村コーナー　板柳町・六ヶ所村 

海外派遣 

こだわりは 性別よりも 生き方に こだわりは 性別よりも 生き方に 

青森県男女共同参画センター 

トークトーク 

じぇんだーふりーあおもりは、クローバーあおもりにリニューアルしました。 



見て、聞いて、感じて、生かす 見て、聞いて、感じて、生かす 
トークトーク 

海 外 派 遣 事 業 参 加 者 座 談 会 

　女性のエンパワーメントや男女共同参画社会の実現のために、海外の先進的な事例を学

ぶ県男女共同参画研修事業があります。平成12年度までは女性のみでしたが、平成14年

度からは男女共同参画という視点から男女の参加になりました。この研修に参加した4人

の皆さんにお話を伺いました。 
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白井 壽美枝さん 
（進行兼務） 

平成10年度ノルウェーとデンマー
クで研修。青森市男女共同参画プ
ラザ・カダール館長。 

三上 富士子さん 
平成12年度アメリカとカナダで研
修。社会福祉士。 

坂本 国次さん 
平成14年度オランダ、ドイツ、フ
ランスで研修。青森市立中学校教
諭。 

各国の男女共同参画事情 

藤原：一番印象に残っているのは

残業が少ないことですね。5時く

らいに帰るんです。 

　ホームステイ先の60歳代のご夫

婦は、子育ても家事も一緒。ニュ

ージーランドでは妻が料理を作っ

て、夫が皿洗い。早く帰って残業

もなく、いいなと思いました。 

白井：夕御飯を家族で食べられる

状況なんですね。ノルウェーでは、

授乳のために国会議員が休みをと

ったり、夕食時には議会を休憩し

て、帰宅して子ども達と夕食を食

べてからまた会議に戻るんです。

家族みんなで一緒に暮らせて、そ

れをやるから首になるとか、左遷

されるとか、ペナルティーを負わ

されないで子どもを育てられる。 

　ノルウェーの男女平等センター

で対応してくれた女性はお子さん

が小さく、「子どもの迎えのため、

　4時に終わらせていただきます」

と言ったんですよ。すごいなって

思いました。 

坂本：（オランダ、ドイツ、フラ

ンスは）男女共同参画の先進国だ

と思ったのですが、男女の区別が

はっきりしていて、女性は大切に

されますが、仕事でも何の面でも

男性が高い地位を持っているよう

です。特にミュンヘンで感じまし

た。平等だと思っていたら、そう

でもなかった。 

藤原：こちらもそうです。ある程

度進んでいるけど、まだまだ。政

府や、男性に分かってもらえない

状態。大変なんだなと思いました。 

白井：ノルウェーでは、もうここ

までやった、もう男女平等じゃな

いかという意識が男性に多いそう

です。でも、実際は平等の到達点

は本当に遠く、ポイントを見極め

て、少しずつやっていかなければ

ならないと言っていました。 

三上：アメリカのナーシングホー

ムでは男性が案内してくれました。

アメリカが一番男女平等が進んで

いるかもしれません。 

 
 

人権尊重の社会 

三上：アメリカもカナダも当たり

前のこととして、人権という意識

がありました。ナーシングホーム

でケアする側のネームプレートに

「私たちは絶対虐待しません」、

裏には「虐待を見たら通報します」

と書いてありました。 

　虐待審議会では、保健所、警察、

相談所などを繋ぎ、女性や子ども

を虐待の被害から守りましょうと

いう取組みを見ました。箱もので

なく、ネットワークなんですよね。 

　ニューヨーク郊外のDV（ドメス

ティックバイオレンス）シェルター

では、中国や東南アジア、移民の

人達が入っているのですが、そう

いう人達に対しても差別する事な

く、とても良いケアをしていまし

た。 

　産む権利、産まない権利を熱く

語る女性もいました。リプロダク

ティブ・ヘルス＆ライツ※をブッ

シュ大統領が政治的に制限しよう

としていることに抗議をすると言

ってました。 

白井：「性」のとらえかたは宗教

的な部分でも違うかも知れません

よね。日本で少子化支援の法律が

できて、不妊治療の援助や、産み

ましょうというのがあるけれど、

産めない人達の気持ちに無神経か

なというところもあります。 

三上：男の人のサイドで進んでる

んですよね、そういう政策って。 

白井：産むことが女の幸せって、

言う女性もいますよ。産みたくて

も産めない人もいるしねえ。いろ

んなことを考えると、人権にもっ

と敏感にならなきゃと思いますね。 

 
 

当事者主役の福祉と教育 

白井：オスロの老人病院は、カー

テンや壁がすごくきれいでした。

テーブルも椅子も木で、こぼした

ら後が大変という布張りです。日

本だったら掃除がしやすいような

材質や色でしょ。 

坂本：利用は無料ですか？ 

白井：ほとんど年金です。消費税

は23％と高いですが安心できると

思いました。25％のデンマークで

は高い税金の使い道をみんなが見

守って、それだけの事をしてもら

おうという意識を持っているとか。 

藤原：シドニーの高齢者福祉施設

では、自宅からいろいろ物を持っ

てきて、自宅にいるように飾りつ

けるという感じで居心地良さそう

でした。二世帯・三世帯家族とい

うのはなく、成人する

と同じ地域にいても一

緒には暮らさないみた

いです。 

三上：アメリカは個人

主義で、老後も自分た

ちのお金で、自分たち

で考える、ということ

でしたね。 

坂本：（派遣先の）公

立の学校が無料という

のも驚きましたね。 

白井：大学もそうですよね。ノル

ウェーも同じです。 

　ノルウェーの小学校の会議には

教育委員会とか、学校・両親の代

表の他に、子どもの代表が入って

いるんです。「子どもの事を決め

るのに子どもがいるのは当たり前

でしょ」って言うんですよ。 

 
 

離婚とシングルマザー 

藤原：オーストラリア・ニュージ

ーランドとも景気はいいみたいで

す。移民をどんどん受入れるので

家が建ち、鉱工業の輸出で、かな

り潤っているようです。 

　働く女性の比率は高いですが、

女性の管理職は平均

で10～15％くらい。

離婚率は高いみたい

です。 

坂本：フランスでも

離婚が多く、子ども

はほとんど母親に引

き取られるそうです。 

1か月に 1 回子ども

と会う約束をしても、

守らない女性が非常

に多く、これじゃい

けない、父親はもっ

と頑張ろう、と支援している団体

の事務所「SOSパパ」に行ってき

ました。 

白井：ノルウェーでも離婚は多い

ですね。教科書に、お父さんは新

しい彼女とお母さんは新しい彼と

一緒でそれぞれとても幸せですと

あります。 

　シングルマザーが多く、彼女た

ちのおかげで少子化は食い止めら

れているそうです。彼女たちの自

立への社会のサポートがあるから

だということです。 

藤原：オーストラリアもシングル

マザーは多いようです。仕事の機

会は均等で、女の人も一生懸命や

って、それなりの地位や収入は得

るんだという話でしたが、一般的

に女性の賃金は低いみたいですね。 

白井：バスの運転手だとか、いわ

ゆる男性職にも女性はいましたか。 

藤原：逆にカンタス航空の客室乗

務員は、男性でした。 

坂本：フランスでも男性の客室乗

務員がいましたね。 

藤原：給料があがれば、女性のそ

ういう職業にも男性がいくんじゃ

ないですか。 

白井：そう、安いから選ばない。

日本でもそうじゃないのかな。 カラフルなカーテンがすてきなオスロの病院 

アメリカのDVシェルター。 
侵入者を防ぐため、事務室に設置された監視カメラ。 

藤原 重行さん 
平成15年度ニュージーランドとオ
ーストラリアで研修。青森市で銀
行勤務。 



トークトーク 
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ミュンヘンの自転車優先道路 

参加の動機や周囲の 
サポートは 

坂本：妻に勧められ応募しました。

職場でも行ってこい、行ってこい

って言われました。生徒も含めて。 

　海外旅行は初めてですが、私と

もう一人の団員と、東奥日報の記

者と男性が3人。楽しかったです。 

藤原：私は大学で社会学を専攻し

て、上野千鶴子さんの本を読んだ

りして、ジェンダーには興味があ

ったんです。 

　でも、世の中には古い考え方の

人って多いなと思いましたね。男

女共同参画の研修によく行くなあ

という感じはありました。 

三上：小学生2人を置いて行くの

で不安でした。親と同居しサポー

トがあるので、恵まれたほうです。 

　2歳くらいの子どもがいるメン

バーがいて、空港でその子どもが

泣くの。彼女も泣いて、みんなジ

ーンときました。 

白井：私は高校受験生をかかえ、

下はまだ小学生。お弁当があるか

ら次回にしようと思ったら、夫が

「御飯なんか、僕たちが作ればい

いんだから行ってきて」と言って

くれて。回りからは言われました

よ。「受験生を置いていく母親が

いる」って（笑い）。 

 

 

 

研修で自分が変わった 
ことは 

三上：ソーシャルワークが、施設

や特定地域だけでなく、社会の中

で生かされて初めて力を発揮する

事を学びました。

考え方や思想に触

れ、自分を刺激で

き、自信を持つこ

とができました。 

　メイン州の女性

の議員が、「私は

家庭にいることを

選んでいる」と話

していました。自

分らしく生きて

る、自己選択をし

て生きているなあ

という感じ。 

坂本：平等に対して考え直さなき

ゃいけないと思ってます。そして、

子どもたちにはこっちから教え込

むのではなく、彼らが判断できる

材料を与えてやれ

ばいいんじゃない

かな。 

　豊かさについて

も考えました。自

転車優先道路やま

ちなかへの車乗り

入れ禁止地区、歴

史的な町並み保存

など根本的なこと

を考えてると思い

ました。自転車通

勤をすると、税金が安いそうです。

ボランティアについてのしつけと

か、こう見ると、日本は逆に精神

的に貧しいんじゃないかと思えて

きます。 

白井：豊かさの価値観ですね。男

女共同参画も、教科書でだけ教え

るのではなく、日常の中で伝えな

ければ、わからないですよね。 

坂本：授業がどうとかではなく、

学校生活全部ですね。 

三上：男女混合名簿について学校

で話したんですが、関心がないよ

うでした。 

坂本：混合名簿でいいんですよ。

但し、教師の側で男子のみ、女子

のみの名簿も作るし、他にも用途

によって作り変えますから。 

白井：混合名簿だと、身体検査や

修学旅行で男女同室になるのかと

誤解している人がいるんですよね。

そのときは別。別名簿作成はコン

ピューターで簡単でしょ。日常的

に男・女と対比するようなのはど

うかなと言ってるのですけどね。 

三上：そういう意味で学校の先生

が行かれたのはいいですよね。 

 
 

価値観を変える 

藤原：昔に比べて、銀行でも女性

の管理職は増えています。でも私

が女性だったら管理職の道は選ば

ないなあ。残業もあって大変だ。

家庭を犠牲にしてもやりたい女性

には、道は開かれています。 

三上：家庭を犠牲にしなくてもで

きるといいのにね。 

白井：「なんで日本の女性はいろ

んな事を我慢するの？」って言わ

れたんです。ノルウェーの女性た

ちは「仕事も子どもも自由な時間

も、全部欲しいのよ。何が悪いの」 

と。 

　日本で出世する女性は、今まで

の男社会の働き方で生き抜く女性

という感じ。世の中をもっと変え

なきゃだめですよ。余裕がないと

夫婦仲良くする時間もなくなって

くるし。 

藤原：豊かな社会ということです

ね。消費者としては豊かだけど。 

坂本：私はこれに行って、スロー

ライフっていうのをものすごく考

えました。朝早くから夜遅くまで

学校に入り浸っていたけど、土日

は休みだよなと思い、なんか自分

で見つけたり、本読んでみようと

か、考えるようになったんですよ。 

白井：男女共同参画は、女が男を

超えるとか、女が男並みに働けば

いいんだってとらえられるから、

なかなか理解が進まない。だから、

価値感を変えるところをもっと上

手に訴えて、いろいろな方々、男

女共同参画に反対の方も交えてお

話する場ができたら、変わるかも

しれませんね。 

 
 

ポジティブアクションで
参加しやすい環境を 

三上：男女の目で見るっていいで

すよね。日本では男性に余裕がな

いけどね。 

白井：男性にもないし、がんばっ

てる女性にもないですよ。余裕が

ないと、新しいことや面白いアイ

ディアは生まれませんよね。 

三上：ジェンダーとか男女共同参

画という視点で何かやっても、女

性ばっかり。男性の意識が変わら

ないと進まないと思うんです。 

白井：男女共同参画というテーマ

で行こうという男

性はまだ多くはな

いでしょうね。 

三上：でも、ぜひ

行って欲しいと思

います。 

坂本：普通の仕事

の方は行きにくい

ですよ。公務員

は、県の事業で研

修目的だから行き

やすいです。 

三上：中小企業では首が飛ぶかも。

男の人のほうが背負ってるものが

大きいんじゃないですか。 

坂本：一般企業に、県から働きか

けをしていかないとね。そうする

ともっと応募が増えるんじゃない

かなあ。男性の場合は特にね。 

　30万円もかけて10日間もいなく

なって…それは考えますよ。 

白井：ノルウェーで男女平等が進

んだのは、ポジティブなアクショ

ンです。例えば、女性職に男性が

入らないし、女性が男性職に入っ

てこれなかった。そのために学校

での職業教育や企業へのメッセー

ジを出しているんです。罰則もあ

るようです。 

　県でも、それをやった企業には

少しだけ援助をあげるとか。意識

だけでは進まないと思うの。 

藤原：企業は法令を順守すること

に非常に気を使ってます。法律が

あると、それを気にして良い方向

にいくことはあると思いますね。 

白井：中小企業はど

うですか。お金の現

場にいらして。 

藤原：企業間競争が

激しいですからね。

有給とか良くしたこ

とで倒産したとか、

あり得るわけですよ

ね。ポジティブアク

ションでみんなを同

じ土壌に上げていく

のは必要でしょうね。 

 
 

経験を生かして 
ステップアップ 

白井：みなさん、すごくいろいろ

なものを持って帰っていらして、

職場でも家庭でも地域でも生かし

ているんですよね。この事業は大

変でしょうけれど、ぜひ継続して

ほしいですね。 

　こういうふうに、集まって語り

あうのはいいですね。次はこんな

ことをしようとか、混合名簿や企

業へのポジティブアクションを考

えるとか。 

　県への要望ですが、活動してい

る人たちが行ける次の機会も欲し

いですね。活動してると新たな発

見をして、もっと追及してみたく

なるでしょ。そのときの受皿があ

ったらいいなあって。 

　そして青森からスローライフ。

新しい風が吹いて、素晴らしい青

森ができたらいいですねえ。みん

なが青森に来て住みたいなあ、み

んな青森に行こうと思うようにな

ったらいいですね。 

 

 

 

 

※リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ 
「性と生殖に関する健康と権利」と訳
される。個人、特に女性が生涯に渡っ
て、主体的に自らの身体と健康の保持
増進と自己決定を図ることと、そのた
めの身体的・精神的・社会的な諸権利
が基本的人権として保障されることを
いう。 

紙のかぶとが人気だったニュージーランド 

 

各国の旗が壮観な国連 

トークトーク。話が弾んで、時間オーバーに。 



　岡見京子とは、青森県出身で明治17（1884）年

にアメリカのペンシルバニア女子医科大学に留学、

明治22年同大を卒業して、医学博士の学位を取得

した女性である。現在のところ、アメリカに医学

留学した初の日本人女性と目されるが、これまで

青森県において、その存在が取り上げられたこと

は、ほとんど無かったといってよい。 

　京子は安政6（1859）年、南部藩士である西田

耕平、みよの長女として大畑村に生まれた。8才

の時に両親とともに上京、父は貿易商となった。

明治6年、日本婦女英学校、後の共立女学校に入

学し、来日女性宣教師M．T．ツルーたちの薫陶

を受ける。ここでキリスト教に触れた彼女は、間

もなく洗礼を受けた。卒業後英語の教師をしてい

たが、明治17年、岡見千吉郎と結婚して12月に渡

米、ペンシルバニア女子医科大学に日本人初の女

子医学留学生として入学した。そして、5年後の

明治22年、医学博士の学位を得て卒業したとされ

る。 

　帰国後の京子は、慈恵病院に新設された婦人科

主任に着任したが、わずか3年ほど後に突然辞任

した。明治30年に「衛生園」を設立して女性の病

後保養や看護教育に力を入れるが、明治39年にそ

れが経営難から閉鎖となった後は、女子学院で英

語や生理学を教え、明治41年に病のため退職、昭

和16年に亡くなった。（享年82才） 

　以上の略歴から分かるように、京子はキリスト

教の影響を受けた女性である。男尊女卑の風潮が

強かった明治前期の日本で、男女平等思想に基づ

くキリスト教が女子教育において為した貢献はき

わめて大きかったが、京子もその一人に数えられ

ると思われる。 

　アメリカで医学の実力をつけて帰国した京子は、

明治30年代には、優れた女医として知られていた。

当時の高名な女医の実力は、時に男性の医師を上

回る場合もあり、たとえば『報知新聞』は、開業

試験成績における女性医師の平均点が、男性医師

より高いと伝えている。そして、その「実力ある

女医」の中には、アメリカで研鑽を積んだ京子も

含まれている。 

　渡米したときの京子は、あまりにも弱々しく見

え、迎え入れた側は、本当にこれで学業を全うで

きるのかと危惧したという。しかし最後には、見

事に学位を取った彼女のしなやかな努力を、周囲

は称賛した。 

　また、帰国後、厚待遇で迎えられた慈恵病院を

突然辞任した理由は明かされていないが、一説に

よると、実力のあるなしにかかわらず、男性医師

が上位に来るシステムに抗議する意があったため

とも伝えられている。たおやかな外見とは別に、

強い意志があったことも感じさせる。 

　おそらく、アメリカで京子が学んだのは、医学

だけではなかったのだろう。男女平等思想、すな

わち、女性でも一つの人格を持った存在として生

きるという、現代にも通じる生き方も、身に付け

たことの一つだったのである。 

～明治前期の女子医学留学生～ 

北　原　かな子 
（元青森県女性史編さん委員） 

センター事業報告 

　性別にとらわれず、ひとりひとりの個性が尊重されるのが「男
女共同参画社会」です。男女共同参画についての想いを五
七五で表現する「ジェンダー川柳」を募集したところ、138
句の応募がありました。 

平成15年度 ジェンダー川柳 

最優秀賞 

優秀賞（10句） 

清水稼志男さん 

　最優秀賞の清水稼志男さんは、
昭和12年生まれ（66才）。藤崎
の「白鳥を守る会」の会員で、時
間があると白鳥たちを眺め、そこ
を訪れる人たちとの会話を楽しみ
ます。 
　「ジェンダーや男女共同参画に
ついては10年前から知っている
が、自分が実際に実行するのは、
正直なところなかなか難しい。そ
れでも男女が自然に家事、育児の
分担をし、好きな職業にも就ける
ような世の中になればいいなと思
っている」と語ってくれました。
家庭では「亭主関白」と笑う清水
さんのまなざしの向こうで、パー
トナーの寿子さんがニコニコと笑
っていたのが印象的でした。 
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●あおもり女性大学公開講座● 

「メディアにおける男女共同参画について」 
（平成15年7月18日） 

7月18日の報告会の様子 
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●この中から今野真理さんの作品を副題に 
　採用させていただきました。 

　7月18日、あおもり女性大学（公開講座）が開催され、特定非営利活動法人青森県男女共同参画研究所（以

下「研究所」）が、調査研究「メディアにおける男女共同参画に関する現状と課題－青森県のマスメディアに

対する現状調査－」の報告を行いました。 

　この調査研究は平成14年度に青森県男女共同参画センター

が研究所に委託し、県内の主要メディアを対象に行ったもの

です。 

　メディアの会社組織や報道内容における男女共同参画の現

状について、メディア側の取り組みを評価しつつも、まだま

だ課題があるとの調査結果を報告しました。（詳しい調査結果

については情報ライブラリーで閲覧することができます。） 

　会場に集まった参加者は青森県のマスメディアの現状と課

題について熱心に聞いていました。 
岡見京子（1859～1941） 

な 



編集スタッフの 

トップインタビュー 

尾 尾 上 町 上 町 

　尾上町では男女共同参画社会の実現に向けて平成

13年に委員会を組織しました。重点目標として最も

力を入れているのは「男女平等の視点に立った教育

の推進」です。具体的には子どもから大人までの男

女共同参画社会を推進すべき意識啓発です。講演会、

セミナー等を併せた意見交換会等も開催してきまし

た。今年で3年目に入ったわけですが、ただ研修会

や講演会を実施するだけでなく、婦人会やPTA等、

各団体へ出向いて更に積極的な働きかけをしていく

という方向で進んでいるのが今の状況です。14名の

男女共同参画推進委員は、教育関係や各団体の代表

者等、幅広い分野の男女から構成されています。会

長が熱心で、リーダーシップを発揮して、取り組み

は最近特に活発になってきました。 

Q
1
尾上町の男女共同参画の推進状況を 
お聞かせください。 

尾上の女性の活躍について編集スタッフと語りあう成田町長 
（10月20日取材） 

　私としては、女性の管理職や各種審議会に女性を

積極的に登用したいと思っていますが、まだまだ男

性より発言力が少ないのが現状です。目標は女性登

用率を30％にアップすることです。 

　女性が入っていない審議会もありますから、最低

　1～2人は女性を入れたいと思っていますが、ある

程度の発言力、自分の考えを持つよう、女性も頑張

らなきゃいけない。そのための学習会や研修会も必

要だと思っています。 

　女性が元気であれば、町も元気だと思います。今

年で3回目になる「津軽よさこいフェスティバル」

のチームのリーダーはほとんど女性でした。女性の

パワーがなければ町は活性化しないのかもしれませ

ん。 

Q
3
尾上町の女性たちに 
期待していることは。 

　尾上町は農業の町ですから、第一産業の農家の所

得があがらないと景気も良くなりません。ですから

今までの農業の形態ではなく、農家も給料制にもっ

ていかないと。働く意欲を伸ばすためにも、最近で

は農業委員会で家族農業協定をすすめており、尾上

では4組あります。農家もそういう取り組みに積極

的になってきましたし、これからは徐々に増えてい

くと思います。 

　町でも、10年に農家の女性4名を農業視察研修で

海外派遣しました。15年には初代の「県りんごレデ

ィ※」として女性農業者1名が認定されています。女

性の団体が積極的にいろいろなものに参加して、大

いに見聞を広めて欲しいです。 

※県りんごレディ…県りんご協会が県内各地で指導的役割
を果たしている女性を認定し、功績を
たたえるものである。 

Q
2
農業・農村における 
男女共同参画について 

調剤薬局　つくし薬局 

　有限会社みやけ調剤薬局「つくし薬局」は、八戸

市南類家に平成14年春オープンしました。開業する

にあたって県の融資制度を活用。「当初、事業計画

を最低ラインで立てていたんですよ。そうしたら担

当の方から事業というのは甘くないんだって言われ

て」と苦笑する取締役の三宅史子さん。アドバイス

に従い、前向きな計画書になるよう何度も書き直し、

ついに融資の獲得に成功。 

　長年の薬剤師としての経験から開業は「一人でも

大丈夫」と思っていたのが、初めての妊娠、出産と

重なり、同じ薬剤師であるパートナーが脱サラして

起業に参画してくれることに。 

　薬局の営業時間は隣接する病院の診療時間に合わ

せ、午前9時から午後9時15分まで。パートナーの

範史さんは毎朝8時30分に、史子さんは子どもとと

もに朝10時に出勤します。 

　「朝起きて、子どもがぱちっとするまでの間って、

結構時間がかかりますよね。その時間ってもしかし

たら子どもにとって、一番大切な時間なのかな」と、

朝の時間をたっぷり子どもに愛情を注ぎ、それ以降

は仕事に専念する史子さん。仕事中は薬局の2階で

ヘルパーさんに子どもを見てもらっています。 

　明るい陽光が射し込む薬局の待合室には畳敷きの

一角が。「自分で子どもを産んでみて初めてわかっ

たんですが、小さい子どもを抱いてベンチに座るの

は危ないし目が離せないんです。お客さまにとって、

居心地の良い薬局にしたかったから、ゆっくりくつ

ろげる畳のスペースを作ったんですよ」と史子さん。 

　お客様につくすという意味も込めて名付けた『つ

くし薬局』。その名の通り、あちらこちらに心配り

がうかがえます。ベンチは座ってから立つのが大変

という高齢の方でも立ちやすい高さに工夫。待合室

と薬の受け渡しカウンターとの距離を離し、つい立

を設置して、お客様のプライバシーに配慮。詳しく

薬の説明を聞きたい方のための相談室の確保等々。 

　ハード面のみならず、雇用面でも求職中だった史

子さんの友人に薬局で働いてもらっています。「お

互い子育て中だから時間に融通がきいて、助け合い

ができるのは起業の成果かな」と史子さん。子育て

をしながら働き続けるためにはこのような“起業”

も選択の一つといえるでしょう。 

「女性が子育てしながらも働きつづけやすい職場環境をこ 
れからも作っていきたいですね」と語る三宅史子さん。 

●多様な生き方・働き方● ●多様な生き方・働き方● 

■所 在 地：八戸市南類家5丁目 
■開　　業：平成14年4月 
■スタッフ：薬剤師2名（三宅さん夫婦）他3名 

「尾上は以前から植木の町、庭園の町、蔵の町。近隣町村からも高
い評価を得ているんですよ。」と、尾上町自慢の景観についてにこ
やかに話してくださる成田武憲（なりた　たけのり）町長。 

・・・ 

女性が元気だと町も元気 女性が元気だと町も元気 
県の融資制度を活用し 
“起業”に挑戦 
県の融資制度を活用し 
“起業”に挑戦 

くつろげる畳のスペース 奥には相談室が… 新しい薬の勉強は欠かせない 
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六ヶ所村 

村の4役とふれあった女性のつどい 

女性団体と行政とのふれあい 
　　　　　　　　　　（平成15年6月15日） 

板柳町 

誰もが自分らしく輝いて生きるために 

オープンカレッジ出前講座　（平成15年7月12日） 

市町村 
コーナー 

　7月12日（土）、板柳町多目的
ホール「あぷる」において、県
男女共同参画センターと共催し
た出前講座が開催され、「男女

の生き方」に関する
数多くの著書で知ら
れる作家の吉武輝子
さんが、会場に詰め
かけた約百名の聴衆
を前に講演されまし
た。 
　吉武さんは、自分
や家族の体験を交え
ながら、いままでの
男女の生き方の矛盾
点を指摘し「職場で
の地位や肩書きはい

ずれ失うし、子どもはやがて巣
立つもの。かつての美学であっ
た仕事や子育て一筋に埋没する
ことなく、誰もが持っている能

力や才能を無にすることがない
よう、常に、他でもない自分と
いう人間を育て上げる工夫を忘
れてはならない」と力説。また、
「何歳になっても新しい自分の
才能と出会うチャンスがある。
遠慮せず、いろんな事にチャレ
ンジして輝いてほしい」と呼び
かけていました。 
　また、アトラクションでは
JA板柳女性部による健康体操
で会場がリラックスムードに包
まれました。 
　（板柳町生涯学習課 
　　　成田派遣社会教育主事） 

　六ヶ所村の女性団体連絡協議
会は、去る6月15日（日）に「女
性団体と行政とのふれあい」を
六ヶ所村中央公民館で開催しま
した。 
　六ヶ所村女性団体連絡協議会
（以下「女連協」）は村内で活
動する女性団体・サークル11団
体で構成されています。 
　参加者は村側から村長・助役・
収入役・教育長が出席し、女連
協からは、75名が参加しました。 
　当日、テーブルの上には季節
の花が生けられ、華やかな雰囲
気の中で行われました。 
　女連協の会長の挨拶のあと、
各団体から男女共同参画や核燃
サイクル施設等について次々と
質問や要望が出されました。 
　それらの質問に村長は一つひ

とつ丁寧に答えていました。 
　交流時間は2時間足らずでし
たが、中味のあるものでした。 
　参加者からは「こういう機会
をまたつくってほしい」という
声が聞かれました。 
　わが村は、まだ「男女共同参
画推進委員会」が立ち上がって

おりません。男女共同参画推進
委員会が早く立ち上がり、村の
方向性を見据えた計画の策定を
しなければなりません。今回の
女性たちの声が一つでも多く行
政側に反映されることを期待し
ています。 
（六ヶ所村社会教育課 橋本社会教育補佐） 

豆知識 豆知識 ポジティブ・アクションってなに？ ポジティブ・アクションってなに？ ポジティブ・アクションってなに？ 

こんなときにはご相談ください こんなときにはご相談ください 
「相談室」の 
ご案内 

「相談室」の 
ご案内 

●夫婦・親子・嫁姑のことで悩んでいる 

●パートナーからの暴力で悩んでいる 

●セクシュアル・ハラスメントで悩んでいる 

●近所、職場などの人間関係で悩んでいる 

●体や性に関することで悩んでいる 

●男女関係のことで悩んでいる 

●人に言えない悩みがある 

●誰に相談していいのかわからない 

ま ず 電 話 で ご 相 談 を 

受 付 時 間 は 

（匿名可） 

相談員が、解決方法をさぐっていくお手伝いをしています。 

男女共同参画センター相談室 
　TEL 017－732－1022

一 般 相 談 午前9時～午後4時（水曜日・年末年始休み） 

専 門 相 談  ★法律相談（電話予約制）第2、4火曜日　14：00～16：00 
★こころの相談（電話予約制）第3金曜日　14：00～16：00

　積極的差別是正措置と訳され、過去における社会的・構造的な差別によって、現在不利益を被って

いる集団（女性や人種的マイノリティー）に対して、一定の範囲で特別な機会を導入すること等によ

り、実質的な機会均等を実現することを目的とした暫定的な措置のこと。 

　しかし単に女性だからという理由だけで女性を「優遇」するためのものではなく、これまでの慣行

や固定的な性別の役割分担意識などが原因で、女性は男性よりも能力を発揮しにくい環境に置かれて

いる場合に、こうした状況を「是正」するための取組みなのです。 

　たとえば 

①担当させた取引先から「女性は困る」と難色を示された。 

→「意欲や能力が充分ある社員だから担当にした。」ということを相手方の取引先の理解が得られる

　　よう説明した。 

②責任ある仕事を任せようとしても、主に女性は補助的業務に配置されていたため、しりごみする女

性が多い。 

→このような女性を対象に研修を行い、必要な知識・技術とともに自信をつけてもらう。 

などがあげられます。 

　女性の能力がフルに発揮されないのは、企業にとっても大きな損失です。 

女性の能力発揮を図るためにも積極的なポジティブ・アクションが望まれます。 

まずは 
お電話 
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100
古紙配合率100％再生紙を使用しています 

　何やら楽しそうに活動している親父たちがいる、と評判の青
森市立堤小学校「親父の会」。どこにその楽しさの秘密がある
のか、さっそくインタビューしてみました。 

　お父さんたちは子どもたちに決して関心がないわけではない
んです。ＰＴＡに参加したいと思ってもお母さんたちばかりで、
好奇の目で見られたり、照れとかが先に出てしまって、学校に
行きにくいんです。だから「親父の会」を作って「親父の会」
が盾になったら、お父さんたちが少しでも学校に足を向けやす
いのかなと思って。 
　「この指、止～まれ！」方式で会員を集めたんですよ。今で
は先生方やPTA会員以外の地域の方もメンバーになってくれ
ています。 

青森市立堤小学校「親父の会」 

～脱！母親まかせ～ 

葛西　仁さん 
（親父の会代表） 

小倉正弘さん 
（親父の会副代表） 

なぜ「親父の会」ができたんですか？ Q
A

どんな活動をしているんですか？ Q
A

表 紙 あ ら か る と 

編 集 後 記 
　この編集の仕事でさまざまな方たちとお会いできることが嬉しい。

自分らしく、生き生きと仕事をされている方たちとの出会いは、

明日への活力を頂けるのでありがたいと思っています。　（小山内） 
 

　私は、誰もが持っているけど気付かない秘密のパワーを信じて

います。「男女共同参画」で、輝きながら自分流に生きている人た

ちとの沢山の出会いに感謝です。　　　　　　　　　　　　（佐藤） 
 

　地域のために・自分のために、楽しみながら活動している人た

ちに会えました。楽しい取材の様子が伝われば！と思っています。 

（情報誌担当） 

●青森県男女共同参画センターでは、男女の共生をめざして情報啓発
誌名を「クローバーあおもり」にしました。より良い誌面作りをめざ
していきますので、今後ともご意見をどしどしお寄せください。 

（情報誌担当） 

　スーパーで買い物をしていると、お母さんたちから声をかけ
られることが多くなりましたね（笑い）。「すべては子どもの
ために、たまには親父のために！」と、「飲みニケーション」
が良い意味でのストレス発散になっています。利害関係がなく、
ざっくばらんな話ができるし、異業種交流で視野も広がるし、
子どものためにも親同士の親交を深めることは良いですね。そ
れに自分たち「親父の会」が行動提起をしたことで、お母さん
たちとの協働もスムーズになったし、地域の悩みや問題点も見
つけることができました。 

「親父の会」ができて変わりましたか？ Q
A

　親父が一生懸命やっている姿を見ることによって、子どもた
ちがいずれ親になったとき、自分から率先して協力できる大人
になってくれると嬉しいですね。他人の子どもでも我が子のよ
うに怒ろう、怖い頑固親父になろう、そこには愛情があるから
ということで、これからもお父さんが気軽に参加できるよう、
お母さんたちと協力して「親父」ならではの活動をしていきた
いですね。 

これからの抱負は？ Q
A

　お母さんたちだけでは危ない夏場の夜間巡回や通学路の除雪、
秋の堤まつりの模擬店、冬まつりですね。堤まつりでは、フラ
ンクフルト、焼きそば、棒パンと子どもたちの数より多めに準
備しても完売ですよ!!自分の子どもだけじゃなく、子どもたち
ぜ～んぶと遊びたいですね。自分たちが子どもの頃にやって楽
しかった遊びを、今の子どもたちにも思いっきり経験させたい
ですね。冬まつりでは大きなかまくらを２つ作るんです。１つ
は完成版、もう１つはただの大きな雪山。それに子どもたちが

穴を開けてかまくらにしていく。その過程が楽しいんですよ。
うちの学校は転勤族が多いから、親子で青森の冬を楽しんでも
らいたいですね。 

「クローバーあおもり」の定期購読をご希望の方は、年間送料（160円切手×2枚）を同封のうえ、青森県男女共同参画センターまでお申し込みください。 
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